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研究成果の概要（和文）：多読に関する研究の多くは、多読を通じた学習者の言語能力の伸張や読むことに対す
る態度の変化に焦点が当てられているが、多読を実施する教員はほとんど研究の対象となっていない。本研究で
は多読を実施する教員に焦点をあて、多読授業後の振り返りの記述を分析の対象として、教員の言語教育観・言
語能力観を質的に分析した。その結果、教室内多読において、教員は学習者に自律的に読むことを推奨する一方
で、学習者に主導権を明け渡したり、教室内での学習者の振る舞いに戸惑うことがあることがわかった。

研究成果の概要（英文）：While most of the research on extensive reading has focused on the 
development of learners' language skills and changes in their attitudes toward reading through 
extensive reading, teachers who conduct extensive reading have rarely been the subject of research. 
In this study, we focused on teachers who conduct extensive reading and conducted a qualitative 
analysis of teachers' views on language teaching and language proficiency by analyzing their 
post-lesson reflections. The results showed that while teachers encourage learners to read 
autonomously in the classroom, they sometimes surrender the initiative to learners or are confused 
by learners' behavior in the classroom.

研究分野： 日本語教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の学術的意義は、(1) 従来の研究で対象とされてこなかった多読実施者に焦点を当てたこと、(2) 多読
授業後の振り返りの記述を質的に分析することによって、言語教育観の変容の一端を示したことにある。
多読を推進するためには、多読学習材の充実や多読による読む能力の伸張を示すだけでなく、多読を実践する教
員の振り返りを分析し、多読を実施する側に起こることを明らかにしたことが本研究成果の社会的意義であると
考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 多読は教師の役割に大きな変化を求める学習方法であるにもかかわらず、多読の研究は学習
者と学習材に関わる内容、読む能力の評価に関する研究、多読を経験した学習者の情意面に関す
る研究がほとんどであった。 
 研究開始当初、日本語教育に先行して多読が普及している英語教育の分野でも、多読における
教師の役割については経験則の域を出ておらず、多読を実践した教師を対象とした言語教育観・
言語能力観に関する研究は管見の限り見当たらなかった。日本語教育における多読でも、教員自
身の言語教育観・言語能力観に言及している研究は管見の限り見られなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、多読の実践を通じた日本語教師の言語教育観・言語能力観の変容を明らかに
することによって、学習者中心の日本語教育に求められる教師の態度・資質・役割を明らかにす
ることである。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題応募時は、アンケート調査を通じてインタビュー対象者を募り、多読を実践してい
る日本語教員を対象として多読における教師の役割についてインタビューを行う予定であった。
しかし、COVID-19 の拡大により、移動が制限され、対面インタビューを行うことができなくな
った。代替として、アンケート調査による多読実施状況調査（多読を実施しない理由の質問を含
む）を実施した。また、日本国内の大学で多読を実施する日本語教員１名の協力を得て、当該教
員の多読授業後の振り返りの記述を対象として、質的に分析した。 
 
４．研究成果 
 本研究課題に関する主な研究成果として、以下の 2点をあげる。 
(1)佐々木・香月・鴈野（2022）「日本国内の日本語学校における多読実施状況調査」2022 年度日 
  本語教育学会秋季大会予稿集 p.235-p.240 
 (1)は日本国内の日本語学校を対象とした網羅的な多読実施調査である点に特徴がある。本調
査の結果から，多読を実施している日本語学校では読む態度の変化や話す技能の伸張を評価し
ており、読む能力そのものは評価されていないことがわかった。これは読む能力の伸張を測るこ
とが困難であり、教室内多読実施時に担当教員が直接見てわかること（熱心に・静かに読んでい
ること）が評価されたり、読んだ本の内容、つまり本を読んでわかったことの表出が評価された
りしていると考えられる。 
 多読導入上の問題点は，教材不足，時間不足だけでなく，多読実施時の教員の役割が不明瞭で
あることへの不安があることが明らかになった。教員の役割については日本語学校だけの問題
ではなく、多読が広く受け入れられるためには，効果の定量的な検証だけでなく、教員の役割も
明らかにする必要があることを示していると考えられる。 
 なお、(1)の調査は、2019 年度末、2021 年度末、2023 年度末と隔年で 3 回実施した。今後、
これらの調査結果をまとめ、発表する予定である。 
 
(2)佐々木・鴈野（2023）「自己エスノグラフィーの分析を通じた教室内多読実施者の役割に関す 
  る考察」第 32 回小出記念日本語教育学会年次大会 
 (2)は多読を実施する教員を対象とした研究である点に特徴がある。(2)の研究では、教室内多
読実施者の授業の振り返りを質的に分析することによって、授業時間内の主導権のありかたが
多読実施の困難点になり得る点を指摘した。 
 授業は基本的に教員が常に主導権を握っている。故に主導権を学生に引き渡したり取り戻し
たりすることができる。教室内多読とは教員が主導権を握る授業時間のなかに、選書と持続的黙
読という学生が主導権を握る活動が含まれている。教室内多読では、教員自身が授業の主導権の
所在を理解すること、授業の主導権の明け渡しと引き上げのタイミングを判断することが求め
られると考えられる。このような多読における「教師の特異な役割」（Day, R. Richard and 
Bamford, 2006）については今後も研究の余地がある。 
 
 上記の他、(1) で述べた多読の効果を定量的に示す試みの１つとして、多読時の読み速度を調
査したもの（佐々木 良造（2021）「教室内多読の読書記録に基づく読み速度調査」日本語教育方
法研究会誌 vol.28,p.90-p.91,査読無）や、オンライン多読の実践報告（シースラパーノン・ウ
ィパーウィー、佐々木 良造（2021）「タイ国内でのオンライン授業における多読の実践報告」,
日本語教育方法研究会誌,vol.28,p.30-p.31,国際共著）、学部留学生を対象とした新書通読の実
践（逢坂 里恵、佐々木 良造（2021）「学部留学生を対象とした新書通読課題の困難点」日本語
教育方法研究会誌,vol.28,p.6-p.9）を行った。 
 そして、学習者による多読学習材の難易度とリーダビリティシステムによって算出された難
易度を比較し、学習者の選書をサポートする提言を行った（尾沼玄也, 佐々木良造, ウィパー



ウィー・シースラパーノン, ルフィ・ワヒダティ（2023）「中上級学習者による多読学習材の主
観的難易度評価と日本語文章難易度判定システムの結果の比較―学習者の選書をサポートする
ために―」日本語プロフィシェンシー研究学会 2023 年度研究大会）。 
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